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 私達の身の周りに起きる様々な現象は，微分を使った数式で記述され，数学的に

解析することが可能である．刻々に変化する量は関数によって記述され，関数の変

化を表すのが微分である．例えば，ニュートンの方法によると，微分方程式を利用

して運動を数学的に記述することができ，微分方程式を解くことにより運動が解明

される．よって第1部では，様々な現象を微分方程式で記述し，解析する方法につ

いて学習をする．尚，講義の中で扱う現象や微分方程式は，高校生が扱える（数学

Ⅲの教科書等で「研究」と記載された）内容を中心に扱う． 

「数直線上の 2 点 0，1 を結ぶ線分の長さは？」と聞かれると誰もが 1 と答えると思わ

れる．また，「数直線上の偶数点の集まり{2, 4, 6, 8, 10, …}の点の個数は？」と聞か

れると無限個と答え，「数直線上の偶数点の集まりの長さは？」と聞かれると 0 と答える

人が多いのではないかと思われる．ここで，数直線上の偶数点の集まりの測り方で，0，

無限大以外の意味ある測り方はないのかという自然な疑問が沸く．これは，個数と長さの

間の大きさを測る考え方がないことに関係している．よって第 2 部では，長さ 0 や無限

大の図形の長さの測り方について 1 つの測り方の例を紹介し，長さ 0 や無限大の図形の

長さの測り方について学習をする．尚，講習の内容は，数学Ⅲを履修している高校

生が扱える程度の内容を扱う．主な内容は以下のとおりである． 

 

(1) 微分方程式とは 

(2) 微分方程式の解き方（変数分離形） 

(3) 身近な現象への微分方程式の応用 

(4) カントール集合 

(5) 長さ0の図形の測度 

(6) 様々な長さ0や無限大の図形の測度 
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